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二
月
二
十
一
日
に
開
会
し
た
二
月
定
例

会
が
、二
十
四
日
間
の
会
期
を
終
え
て
三
月

十
六
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。閉
会
日
に
は
、

私
の
副
議
長
職
の
辞
職
が
認
め
ら
れ
、後
任

に
そ
の
職
を
引
き
継
い
だ
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
一
年
間
、副
議
長
を
務
め
な
が
ら
の
議

員
と
し
て
の
活
動
に
御
理
解
と
御
支
援
を

い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、今
回
の
定
例
会
で
は
、過
去
最
大

規
模
の
平
成
二
十
九
年
度
当
初
予
算
に
次

ぐ
八
，三
三
八
億
円
の
平
成
三
十
年
度
当
初

予
算
を
は
じ
め
、国
の
補
正
予
算
に
対
応
す

る
平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
の
ほ
か
、多

数
の
議
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
ず
は
、

可
決
さ
れ
た
予
算
が
、熊
本
地
震
か
ら
の
復

旧
・
復
興
は
も
ち
ろ
ん
、県
勢
の
更
な
る
飛

躍
に
発
展
す
る
よ
う
的
確
に
執
行
さ
れ
、そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
が
着
実
に
進
む
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、代
表
質
問
と
一
般
質
問
で
は
、発

災
か
ら
二
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
熊

本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
、復

コリン・パウエルの著書「リーダーを目指す人の心

得」からの抜粋。小さなことをチェックすべしとい

う一節で、リーダーは何が起きているか感じなけ

ればならないと。『釘がないので、蹄鉄が打てな

い　蹄鉄がないので、馬が走れない　馬が走れな

いので、騎士が乗れない　騎士が乗れないので、

戦いが出来ない　戦いが出来ないので、国が滅び

た　全ては蹄鉄の 釘がなかったせい』有名なこの

マザーグースは、ごく小さな問題が重大事を引き

起こす様をうたったものだ。部下というものは「小

さなこと」ばかりでの世界で生きている。リーダー

は手法はどうあれ何某かの方法でその世界を把握

しなければならない。釘がない時にそれに気づけ

るかどうか、リーダーの資質が問われる。＜K.T＞

こ
れ
か
ら
も
県
議
会
議
員
と
し
て
、一
日
も

早
い
熊
本
の
再
生
に
向
け
て
、蒲
島
知
事
を

は
じ
め
と
す
る
執
行
部
な
ど
と
し
っ
か
り

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
今
後
、議
会
で
は
議
会
運
営
委
員
会
委
員

長
を
党
で
は
幹
事
長
代
理
を
務
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。地
元
活
動
と
両
立
し
な
が

ら
そ
の
職
責
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
の
で

引
き
続
き
の
御
指
導
、御
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

旧
の
進
捗
、住
ま
い
の
再
建
、防
災
セ
ン
タ

ー
の
設
置
、阿
蘇
地
域
の
創
造
的
復
興
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
評
価
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
も

含
め
、県
と
し
て
の
考
え
方
や
今
後
の
取
組

み
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、来
年
に
迫
っ
た
二
つ
の
国
際

ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
対
応
や
海
外
か
ら
の

誘
客
な
ど
の
取
組
み
、県
内
各
地
の
振
興
策

な
ど
を
は
じ
め
、時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く

重
要
案
件
の
質
問
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

改
め
て
、こ
れ
ら
の
取
組
み
と
復
旧
・
復
興

を
有
機
的
に
結
び
付
け
て
い
く
必
要
性
を

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
自
身
、一
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

幾
度
と
な
く
被
災
地
に
足
を
運
ぶ
中
で
、ま

た
、本
会
議
や
委
員
会
で
の
活
動
や
政
府
へ

の
要
望
活
動
等
を
通
し
て
、熊
本
地
震
か
ら

の
創
造
的
復
興
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、県
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

熊
本
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、様
々
な
課

題
を
乗
り
越
え
て
、官
民
が
一
丸
と
な
っ
て

取
組
み
を
加
速
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ス
ピ
�
ド
感
！
実
行
力
！

　
実
感
を
み
な
さ
ん
の
も
と
に
！

〜
政
治
活
動
二
十
年
目
、地
域
密
着
で
全
力
を
尽
く
し
ま
す
〜

１月７日／
大畑地区 どんど焼き

１月１５日／さわやか大学 講演 １月２８日／
たばこ播種

２月１８日／春風マラソン

２月１６日／人吉市社会福祉の集い

３月４日／
耳の日ふれあい１８のつどい

３月１０日／
人吉球磨地区自衛隊入隊・
入校予定者合同壮行会

３月４日／人吉よさこい祭り・着物ぶらり歩き

県議会議員１５年表彰を受けました定例会の様子

溝口幸治
K O J I   M I Z O G U C H I

みなさまのお志に感謝致します。ありがとうございました。
平成30年2月10日、政経セミナー及び新春の集いを開催いたしました。

当日ご出席いただいた皆様、ならびにご協力いただいた皆様に、

心より感謝申し上げます。

県議会一般質問傍聴のお知らせ県議会一般質問傍聴のお知らせ
日時：平成30年6月14日（木）8時頃出発予定

ご希望の方は溝口幸治事務所までお問い合わせください（TEL 0966-22-5800)
●議会インターネット中継はこちらから http://www.pref.kumamoto.jp/gikai/

政経セミナー及び新春の集い政経セミナー及び新春の集い



国 会 議 員 訪 問要 望 対 応

1月24日、都内で開催された国土交通省熊本県人会総会に出
席。熊本地震からの復旧・復興はもちろん、人吉球磨を含む県
南地域のインフラ整備をはじめ、県土の発展にお力添えいた
だいている方々と球磨焼酎を片手に有意義な意見交換を行
うことが出来ました。このネットワークを今後の県南の発展の
ためにもつなげていきたいと思います。

1月25日、金子恭之代議士を訪問、人吉球磨地域におけ
る課題や要望事項について意見交換を行うとともに、同
席した国土交通省の担当者からも説明を受ける一方で、
地元の課題や地元の声をしっかりと届けてきました。

小泉進次郎代議士を訪問、熊本地震からの復旧・復興への
国による手厚い支援への御礼を述べるとともに、復旧・復興
の現状を訴え、引き続き国等の支援をお願いしました。また、
小泉代議士が愛用しマスコミに取り上げられるなど、人吉シ
ャツの売れ行きが好調なことから、そのお礼を述べるととも
に、今後のご愛顧もお願いして参りました。併せて、日本の将
来の危機についても熱く意見交換を行いました。

2月7日、熊本市内で開催さ
れた県私立幼稚園ＰＴＡ
連合会第35回保護者大会
「次代を担う子どものため
に～子どもは未来の宝～」
開会式典に出席。忙しい合
間を縫って参加していただ
いた保護者の皆さんに敬意を表した上で、「子どもは未来の
宝であり、子供にとって何が大事なのか、子どもに寄り添って
何ができるのかを考えながら、子育てのあり方を学ぶ機会にし
ていただきたい」と祝辞を述べました。

1月26日、ロアッソ熊本の皆様が、Ｊ
２リーグ2018シーズン開幕を控え、
熊本県議会を表敬訪問されました。
新シーズンに臨むチームの皆さんに
激励のエールを贈りました。新キャプ
テンの佐藤選手からユニホームの贈
呈が行われ、新シーズンに向けた決
意を聞くことができました。「絆 180
万馬力」をクラブスピリッツに大きな
飛躍のシーズンとなることを期待し
ています。

12月6日、県私立中学高等学校協会及び県私立中学高等学校保
護者会から、「私学助成の拡充・強化、保護者の経済的負担の一
層の軽減、熊本地震からの復旧、耐震化の促進等」の要望が行わ
れました。その後、私学の現状等をしっかりとお聞きした上で意見
交換を行い、私からも県の支援状況等を説明し理解を得ながら、
引き続き一緒になって取り組んで行きましょうとお伝えしました。

12月19日、ＪＡ熊本中央会をはじめとする18におよぶ県内の
農業団体から、「平成30年度熊本県農業政策・予算に関する
要望」が行われ、代表して要望をお受けしました。私からは、県
選出国会議員や政府への予算要望、11月定例会におけるＴ
ＰＰ対策に関する意見書採択など県議会の取組みに触れた
うえで「人手不足や鳥獣被害など様々な課題は認識しており、
県議会としても農業者を守り、安全・安心な農産物の供給がで
きるよう、引き続き執行部と協力し、現場の声にしっかりと耳を
傾け、地方の声を国政にも届けていきたい」とお伝えしました。

2月5日、水土里ネット熊本の皆様から、「熊本の農業と農村を
支える水土里ネットの取組み」のご報告が行われました。県議
会を代表し、私からは、日頃の取り組みに対して感謝した上で、
「水土里ネット熊本、市町村、県や県議会などが一丸となって、
県土の維持に繋がる農村集落の維持に取り組んでいきましょ
う」とお伝えしました。

12月26日、平成29年度第3回九州各県議会議長会議（那覇市）に出
席。会議では、九州各県が抱える課題等の重要事項や今後の当会議
の方向性などが話し合われ、県議会を代表し、私からも本県の意見を
九州各県議会の議長に伝えて参りました。

1月12日、新年恒例の県警年頭視閲式が警察学校グラウンドで挙行され、県
議会を代表し出席しました。式では、大規模災害を想定した救助訓練のほか、
交通機動隊による白バイの走行、音楽隊によるドリル演奏などが披露され、県
民の安全安心を担う崇高な任務への確かな決意を感じることができました。

2月1日、平成29年度九州管区広域緊急援助隊合同訓練が実施。県警
察では、熊本地震等を踏まえて、対処能力の向上に日々努めておられ
ますが、今回、九州管区内８県警察からの広域緊急援助隊が参集し
ての大規模な合同訓練となりました。もし、広域災害が発生した場合
には、この訓練が活かされることを期待しています。

副議長としての公務の様子


